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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和６年度第６回保倉区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

 【自主的な審議】 

  ・子育て世代の皆さんとの懇談会 振り返り（公開） 

  ・今後の進め方について（公開） 

３ 開催日時 

令和７年１月２７日（月）午後６時００分から午後７時１５分 

４ 開催場所 

上越市立保倉地区公民館 研修室 

５ 傍聴人の数 

１人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。） 

・委 員： 神村委員（会長）、白田委員（副会長）、青木委員、秋山委員、梅澤委員、 

佐藤委員、高島委員、藤田委員、八木委員、渡邉委員（欠席者２名） 

・事務局： 北部まちづくりセンター 佐藤所長、近藤副所長、丸山主任 

８ 発言の内容 

【近藤副所長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【神村会長】 

・挨拶 

・会議録の確認：渡邉委員、青木委員に依頼 

議題【自主的な審議】子育て世代の皆さんとの懇談会 振り返りについて、事務局へ

説明を求める。 
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【丸山主任】 

・資料№１「子育て世代の皆さんとの懇談会（R6.12.11 実施）振り返り」 

資料№２「R6.12.11 保倉区子育て世代の皆さんとの懇談会 記録」に基づき説明 

今日は、「資料№１（４）「子育て世代の声」に地域協議会としてどう関わっていくか」

について、二つのグループに分かれ、子育て世代の声を聞いて深めたいことや、次の展

開のアイディアを皆様から出していただきたい。今日出していただいたアイディアをす

べて実施するのではなく、今日のアイディア出しをもって子育て世代との意見交換の区

切りとし、次の意見交換、例えば、民生委員等との意見交換を実施してから、また振り

返りをして、次の展開を洗い出したときに、子育て世代と重なる部分を協議会として扱

って深めていきたいと考えている。 

【神村会長】 

説明について、意見、質問を求めるがなし。 

では、事務局からの提案のとおり、これから二つのグループに分かれて、資料№１の

右側にあるような内容で話をしたいと思う。 

一つ目は、地域の一体感を高める取組について、子育て世代からいただいた意見を、

どんな形で反映できるのかということを含めてお話しいただきたい。 

二つ目は、地域で課題、心配に感じていることについて、皆さんからのアイディアを

いただきたい。 

では、グループに分かれる。時間は１５分から２０分程度、４０分過ぎまでとする。 

 

－ グループ別協議 － 

 

【神村会長】 

話し始めると、結構盛り上がるものである。 

それぞれのグループの話の内容を共有したいと思う。最初に、白田副会長からお願い

する。 

【白田副会長】 

「子育て世代の声」に、子どもに関する部分がかなりあった。子どもを主に考えた場

合、子どもが何を考えているのか、何を求めているのかというところを大事にしていき

たいと話が出た。例えば、イベントについてもあくまでも子どもから見て、子どもの興
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味を引くようなものが必要ではないか。どうしても私たちが考えたものは、大人目線で

の考えに留まってしまう。今現在の子どもに影響力があるのは小学校だと思うので、小

学校の先生方と懇談会のような話合いをもって、子どもの興味や関心について意見交換

会をしてみるというようなアイディアが出た。 

各町内会の催しにはかなり子どもの参加があるようだ。町内会によって取組は様々だ

と思うが、その町内会の取組を確認してみる、お互いに情報交換してみるというのも一

つだと思う。子どもはスマホ等でゲームに集中して外へ出る機会がない、外で遊ばない

との話も聞いたが、いくつかの町内では、町内に設置してある遊具の利用者がいて、保

護者から「古い遊具を更新してほしい」と町内会長に相談があった。町内会として遊具

等を再点検して子どもや親が集える場所を提供することも一つの方法ではないか。また、

せっかく保倉地区公民館のグラウンドがあり、ただ単に草刈りをしておくというのもも

ったいないので、例えばキャンプや盆踊り等で活用してはどうかというような話が出た。 

保倉地区としては、青野町内会が継承に関わっている伝統芸能の「剣の舞」がある。

小学校の授業でも取り入れられ、子どもには身近である。今継承されている方は高齢に

なっているので、次世代を見据えた中で、後継者育成という意味合いも込めて、「剣の舞」

を使いながら、保倉地区全体の発表会のようなものができたら、保倉地区全体の活動に

なるのではないかという話があった。さいの神は、各町内会で実施していて、参加者も

多い。保倉地区全体で、大きくなるか小さくなるかは別として、やってみたらどうか。

催し物については、特に若いお母さん、お父さん方は、日中勤めているので、夜間の催

し物を考えていく必要があるのではないかというような話が出た。 

「子どもが安全に集まれる場所」や、「中学校の下校手段を改善してほしい」という子

育て世代の意見もあったが、そこまで話がいかなかった。 

【神村会長】 

私のグループも、非常に似たような話になったと思い、今聞かせていただいた。 

同じことは、できるだけ省いていきたいと思うが、小学校を軸としながら子どもの意

見や考えを聞いていくということが一つ。 

それからもう一つ出たのは、小学校の学年行事等と地域とがタイアップしていくとい

うような形。保倉地区で何か新しく催しを作ろうとしてもなかなか大変なので、例えば

小学校４年生が五野井町内会の（白鳥の餌になる）マコモダケ栽培に協力しているわけ

だが、そこへもっと参加する。子どもは夢中になって喜んで、泥だらけになって遊んで
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くる、植えてくるというような話も聞かせてもらった。そういう小学校の学習や行事に

地域も更に関わると、関係ができてくるのではないかという話もあった。 

それから、今、白田副会長からもお話があったとおり、小学校の先生方との話し合い

は、非常に有効だと思う。今後また日程を調整して、話合い実施に向けて検討していく

必要があると思う。 

それから、さいの神については、各町内会でやっているが、子どもの関わり方や楽し

み方は各町内によっていろいろと工夫されているような話を聞いて、私の町内はさいの

神にそういう子どもの関わりがないので「ああ、他の町内会はそうだったのか」と思っ

た。そういった情報交換も必要だと思うし、伝統行事として子どもに伝えていく必要が

あるのではないかと思った。 

子育て世代から出た「子どもが安全に集まれる場所」について、なかなか難しい問題

がある。小学校は放課後児童クラブを開いている、上吉野町内会館（旧かみよしのこど

もの家）にはたまに子どもが遊び行っているようだが、自力で遊びに行ける子どもも限

られている。安全、見守り、防犯、なかなかこれから難しくなってくる一方なので、み

んなで声をかけ合ってやっていくしかないと思う。安全の確保は、口で言うほど簡単な

話ではない。 

「中学校の登下校交通手段」については、やはり非常に多岐にわたっている問題があ

るし、歴史的な経緯も多く絡んでいるので、一朝一夕に改善できる話ではない。この問

題については、中学生の保護者、それから中学校の先生方を交えながら、教育委員会に

陳情していくという話になってくるのではないか。それについて、協力してくれと依頼

があれば協議会でも考える必要があるかもしれないが、急ぐ話ではないという話になっ

た。 

ここまで協議してきて、会長と副会長のほうでまとめさせてもらったが、意見があれ

ば追加で聞かせていただきたい。 

（意見なし） 

では、子育て世代の皆さんとの懇談会の振り返りは、ここまでとする。また今後、ア

イディアを絞り込んでいきたいと思う。 

次に、議題【自主的な審議】今後の進め方について、事務局へ説明を求める。 

【丸山主任】 

・資料№３「今後の進め方」に基づき説明 
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【神村会長】 

意見、質問等を求めるがなし。 

事務局から何かあるか。 

【丸山主任】 

次回の協議会については、会長と協議し、決定次第、皆様に案内を送付する。 

【神村会長】 

意見、質問等を求めるがなし。 

私から一言お礼を申し上げたい。お礼というのは、今年度、この１２人のメンバーで

地域協議会がスタートしたが、今年度の活動としては、今日が最後という形になるかと

思う。そして、町内会長の交代に伴い、地域協議会の委員も交代されるように聞いてい

る。今日は欠席の委員もいらっしゃるが、１年間協議会の活動にご協力いただき感謝す

る。そして、この協議会を去られる方々も、今後とも温かい目でこの協議会を応援して

いただきたい。 

４月に第１回の協議会を開催したい。その後、保倉地区の女性の方々（民生委員・保

倉まちづくり振興会福祉部会等）の意見を聞く会も計画したい。また、先ほど出たよう

に、小学校の先生方はどんなことを考えているのか、聞き取りをしたい。学年ごとに動

いているので、１年生はこんなことをしたい、２年生はこんなことをしたいという話が、

多分６月ぐらいになると、先生方は固めなければいけない時期になると思うので、その

時期に、聞ける機会を設けられないか。 

それから、先ほどの資料にもあったように、北諏訪区や八千浦区等の活動の様子につ

いて、聞かせてもらう機会があればいいのではないかというようなことを含めながら、

来年度は、そこから保倉としてやれること、課題になってくること、さらに協議を深め

なければいけないことを絞り込んでいければと見通しをもっている。今後ともご協力を

お願いしたい。 

・会議の閉会を宣言 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 北部まちづくりセンター 

TEL：025-531-1337 

E-mail：hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

mailto:hokubu-machi@city.joetsu.lg.jp
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別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


